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現在、全職場で対話行動を展開中!! 

大宮地本は繰り返される不当労働行為に対し、この間８本の申し入れを行い、 

「不当労働行為と捉えられかねない事象」を労使で確認し、会社からの「管理者の

みなさんへ」という注意喚起や、労使の議論を「不当労働行為撲滅宣言」として発

出し、組合差別のない安心して働ける会社をめざしてきました。  

しかし、このような中、管理者の虚偽報告を元に大宮運転区（当時）では、不当

処分と不当転勤が発令され、管理者による不当労働行為も小金井運転区・さいた

ま運転区（当時）でまたもや発生し、団体交渉を重ねてきました。私たちは議論内

容の一致を図り、繰り返される不当労働行為に対し、団体交渉で解決できない場

合は、労働委員会・裁判等の第三者機関を活用していきます。また、「被害者が加

害者にされた！武蔵小金井駅暴行事件」や「安全よりも稼ぐ」の経営姿勢、度重な

る不適切事象の隠蔽等、ＪＲ東日本の異常な経営体質が明らかになっています。 

現在、対話行動を展開中です。討議資料を読み合わせ、職場現実と問題意識を

共有し、あらゆるハラスメント・不当労働行為を許さず、異常な経営体質是正を求

めて東労組に結集し、全職場からたたかいを創り出そう!! 

第２回口頭弁論は６月２３日 
武蔵小金井駅暴行事件は異常な

経営体質の問題であり、JR 東日本

で働く全員にかかわる問題だ!! 

全職場からさらなるたたかいを創り出そう!! 

４月１４日、大宮駅西口で信越地本の仲間の仲間と共に「武

蔵小金井駅暴行事件の」ビラ配布行動を行いました。５６名の

参加で６２５枚のビラを配布し、理不尽な暴行事件とＪＲ東日本

の経営体質の問題を堂々と世間に訴えてきました。 

受け取った方からは、「事件について初めて知り、ＪＲ東日本

でこんなひどいことが起きている事に大変驚いた」「私が働く

会社でもパワハラがあり他人事ではない。ハラスメントを許

さず、頑張ってほしい」等の声を頂きました。 

その後の第１回口頭弁論報告集会には、リモートを含め全体

で２７０名の仲間が結集し、「後輩に同じ目にあってほしくな

い」と立ち上がった若き仲間の決意を我が物とし、ハラスメン

ト・不当労働行為を許さず共にたたかうことを確認しました。 
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ＪＲ東労組大宮地本「春闘総括会議」を開催！ 
５月１０日、大宮地本は「春闘総括会議」を開催し、たたかいの総括と

今後の課題を意思統一しました。川澄執行委員長より「２０２５JR 総連

春闘の勝利・満額獲得とあらゆるハラスメント・不当労働行為を許さな

い２本の柱を職場からのたたかいで推し進め、組織強化が得られた。

これらを総括し、これからのたたかいで何をするのかを明確にし、今

後のたたかいをさらに創り出していこう。」「職場で何を構想し運動を

創り、どこに苦労し職場がどう変わったかが重要。２５春闘のたたか 

いの前と現在で組織と自分自身がどう変化したかが大切。」「同時に取り組んだ過半数代表選も、勝利または惜敗等々

あったが、組合員数を超える票を得ることができた。」「先日提案された会社施策にしっかりと向き合い、議論していこ

う！」とあいさつがされました。 

総括視点の提起を受け、討論は２つの班に分かれ職場現実を出し合いました。具体的には「ＪＲ武蔵小金井駅暴力事件

について知らない組合員を作らない」ための総対話行動貫徹に向けたたたかいや、過半数代表者選挙の取り組みなど

を通じての組織強化・拡大の成果が語られました。 

唐紙書記長のまとめでは、春のたたかいの運動の成果と団体交渉で現れている会社姿勢などから当面する課題につ

いて意思統一が行われ、各職場でのたたかいを確認し、会議は成功裏に終了しました。 

職場での地道な関わりで培わ

れた信頼関係や仲間の大切

さ、共に行動する必要性を感

じ、加入を決意。1 人では弱い

立場でも、仲間と行動し、労働

者の権利を守り抜こう！ 
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5 月 14 日、ウニクスボウル南古谷にて「大宮地本第

22 回ボウリング大会」を１７名の仲間が集まり開催し

ました。OB の先輩にも参加していただき、楽しくボ

ウリングをすることが出来ました。日頃の練習の成果

を発揮できた方、久しぶりで上手くスコアが伸びなか

った方など色々とありましたが無事に終了しました。 

 
 
 

大宮地本第 26 回定期大会 
 

とき：２０２５年７月５日（土） 
場所：さいたま市文化センター多目的ホール 

1 年間のたたかいの成果を確認し、今後

の会社施策に向き合い、仲間と共に苦難

を乗り越えるために未来を展望しよう！ 

組織強化・拡大に向けて一致団

結してたたかおう！ 
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とき：２０２５年６月２７日（金）  ９：００～ 

場所：ブレックスアリーナ宇都宮 
（JR 宇都宮駅東口徒歩約２０分） 

 参加費  一人 ５００円 

 弁当代  一人 ５００円 
（弁当代は申し込み者のみ。 

参加申し込み時に注文してください。） 
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開催日 ２０２５年 ６月２３日（月） 
行 程   

９：３０  宇都宮支部会議室集合 

１０：００ 宇都宮支部出発 

１６：４０ 宇都宮支部到着・まとめ  

１７：３０ 懇親会  

１９：００ 解散 

参加費 １人２，０００円 


